
゜
図 1 8 0

゜
Q
 

S
 B
3
4
 (

2
面

）
煙

道

S
 B
4
4
 

0 p l  
◎
 

ー 2 2 7 -

0  ( 1  :  8 0 )  

― ― ― ― ― ― ―  

ニ 図 l b 囲 臨 t 蒜 遵 奎 因 ◎ ） （ S 1 1 1 ¥ 8 0 )  

。
゜8

 

8
 

S
 B
1
6
 

e  ロ ゜

S
 E
1
6
 

@
 

゜



N-2地点 SK58 N-2地点の南壁際で検出されたため、遺構南壁は確認されていない。南側の S-3地点では検

出されなかったことより、両調査区が交差する中央未調査部分にて収束すると予測され、およそ3.8X2.5mの

長方形土坑と想定される。柱穴・貼床 ・カマド等の居住に関わる施設は認められず、土坑中央部に多量の滑石製

臼玉とともに土器群が緩い円弧を描くように列をなして検出された。 土師器高杯• 小型丸底土器を主体とし、こ

れに壷 ・甕 ・椀が加わる。土器群は 2-3カ所のまとまりとして把握できるが、特に器種の偏りはみられない。

完形で残存する個体は小型器種数点にみられるものの、大半が欠損している。接合関係は基本的に周辺の破片に

より復元される確率が高いが、比較的離れた破片が接合した高杯が 1点ある。図181中に杯部と脚部にトーンを

付した高杯が該当し、それぞれの杯部と脚部が接合して完形に復元された。これは偶然移動したとするには距離

が大きく、意図的な破砕の可能性を示すものと考えられる。

滑石製臼玉は出土総数130点で、遺構検出時より土器取り上げ後まで出土しているが、土器群の精査時に最も

出土した。出土状況は土器群を取り巻くようであるが、分布に規則性は見いだされない。さらにいずれもが単独

でかつ円孔面 （平坦面）を表にして出土し、連珠状の出土状態は全く確認されなかった。このほか、勾玉 2・管

玉2. 土玉 1. 赤玉 1・ガラス玉4の出土があり、玉類は総数140点にのほる。勾玉・ 管玉はいずれも土器片上

より出土し、土玉やガラス玉は臼玉と 同様な出土状況である。なお、図181中のドットは王類の出土位置を示し、

●は勾玉、 ●は管玉、▲はガラス玉で、小円は臼玉の出土位置を示している。

石製模造品は 2点 （鏡形 ・勾玉形）が確認されている。鏡形は遺構検出時に出土しているため、出土詳細箇所

は不明であるが、本遺構に伴うことが確実である。勾玉は土器群に混じって出土している。

鉄製品は不明小片 l点の出土が認められた。覆土中よりの出土である。

写真162 S K58遺物出土状況 （南から）

写真163 S K58遺物出土状況 （北から） 写真164 SK58遺物出土状況 （東から）
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2 2次面の調杏

弥生時代後期から古墳時代中期の遺構が主体をなす。また、 1次面遺構下に存在する古墳時代後期から奈良時

代追構の調査も実施している。

古墳時代中期 N← 3区で竪穴住居が検出された。N-1·2 区 1 次面で検出された竪穴住居 • 土坑を含め集落を

形成するとみられる。S区では S-2地点で N-3地点 SB36

の一部が検出されたのみで、基本的に遺構の分布はみられ

ない。また、 N-3地点 SB38以東に該期遺構は存在せず、集

落域の南東端部に該当する可能性が考えられる。なお、篠

ノ井塩崎地区ではこれまで該期集落遺跡は未検出で、新出

資料となる。N-3区で検出された SB36・38は炉を有し、 N-

l区 l次面 SB34・36・37ではカマドが作り付けられ、 VII区

内では相対的に西側が新しい傾向が認められる。カマドは

北西方向を向き、住居主軸方向は後続する時期に合致し、

注意される。N-3区SB35では臼玉の未製品 ・薄片が出土し

ている。VIIl区を含め調査区内からは多量の臼玉が出土して

いるが、未製品が確認されたのは SB35のみで注目される。

古墳時代前期 S-2・S-1・N-1地点より竪穴住居が、 1 

次面 S-1・S-2地点より溝が検出されている。一部遺構の

重複がみられるが、密集度は低く、散発的に各地区に分布

している。本区以東ではVI区で土器集中や土坑・ 周溝墓が

認められるが、確実な竪穴住居としては S-2地点 SB14が東

端に当たり 、新たに形成された集落域であると把握される。

写真165 N-2地点SB30 

写真166

写真167 N-2地点全景 （西から） 写真168 s-2地点全景（西から） 写真169 N-3地点全景 （西から）
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弥生時代後期 各地区で竪穴住居 • 土坑 • 溝が検出されている。S-1地点 SDOl以西ではVI[区を含めて該期遺構

はみられなくなる。また、 S-2地点 SD03以東 (VI区西側）では周溝墓群が検出されて住居群は希薄となり、こ

の間の限定された範囲に営まれた集落域と考えられる。住居間の重複はほとんどみられず、 N-2・S-3地点を

中心とした比較的狭い範囲にまとまって分布している。S-3地点SB18・S-1地点SB03は比較的規模が大きく、

床面上に焼土 ・炭が顕著に認められた。遺物出土量は全体的に少ないが、 S-2地点 SB13からは大量の土器が出

土している。

嬉点名 遺構名 時代
重複調係 床面

付属籠餃 特記事項 傭考
遺構図 土器図 写真

先 後 柱穴 版書号 版番号 奮号

弥生後 貼床
N・l 5B23 

～古1/l
床面上で炭検出 195 174 

2 

N・l SK43 占項 196 212 

S-1 SHOI 奈良か
溝状の掘り込み内より 溝は 1次面 SBJl掘り P6より土器出土

196 212 166 
3 柱穴大壁住居？ 方の可能性あり N区では検出されなかった

S-1 Pit03 古項 196 213 

貼床 炉 1次面 S834 39下で検出さ
N-1 S828 弥生後期か 5B26 

焼土土坑 れ、ビ ットはそれらに伴う
197 175 

1 

S828 脆弱 覆土中より臼王4点出 SB28上に重複することを確 197 
N-1 S826 古項か

S827 土 認 198 なし

N-1 SK46 古墳～奈良 SK51 197 213 

N-1. SK5l 奈良以降 SK46 197 212 

貼床 炉 東壁で焼土、床面上の 焼失家屋ではないが、 I巽棄時
S-1 5B01 古用 5B02 5D02 (l) 

南東側で登溝 広範囲で炭検出 に壁材等を焼いた可能性
197 204 178 

3(オ主Iiiなし）

SBOl 貼床
S-l SB02 弥生後期

SDOl 
床面上で土器群出土 197 204 

なし

貼床 黒色被熱土坑の周囲に
S-I S804 古項 SK09 

は炭散布
黒色被熱土坑 197 204 

なし

S-1 SDOl 弥生 S802 S002 (1) 
N区は 1次而 5D02により破

197 213 
壊されたため、検出されず

平坦脆弱
S-1 SKOi 古IJ'.t 197 212 

貼床 床面直上より臼玉 l点 焼土に隣接して出土した土師
鴎N-1 SB25 古ポ SB27 カマド残骸か （北壁）

出土 器甕の上で灰を確認
198 

未検出

貼床 北壁1こ炭散布 炭上層
N-1 SB27 古柑 5B25 

より臼玉 l点出土
198 

なし

N-l SK49 古れ 198 212 

脆弱 床面上に炭化材、ピ ット周辺に炭散布，炭上より土
S-1 5B03 弥生後期 5B04 (1) 

器出土
198 205 177 

2? 

S-l SKIO 弥生～古墳 198 212 

SB18 (l) 貼床 床而点線の西IJtljは 1次面 SBISの煎複よ って貼床未確
S-3 S819 弥生後期 S821 (?) 

SE05 認
198 209 

なし

S-I区SB03に伴う掘り込みの可能性あり 。また、東

S-3 SK37 弥生 側に隣接して炭の散布がみられ、これも SB03に関連 198 212 

する可能性が考えられる。

貼床 S-3地点 S616と同 一
N-2 SB30 奈良 5B31 カマド （北壁）

遺構
鉄鏃• 土玉出土 199 209 165 

3 

貼床 束西壁は不明瞭でひとまわり大きく掘った可能性が

S-3 SB16 奈良 SBJ8 南壁に出入ロピット 嵩く、状況からは N-3地点 SB30と同一と判断され [99 
l る
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地点名 遺構名 時代
重複関係 床面

付属篇殷 特記事項 傭考
遺構図 土器図 写真

先 後 柱穴 版番号 版書号 番号

脆弱 住居跡の可能性低い
N-2 S833 古項 SE06 

大型土坑か
199 211 

なし

N-2 SK52 古t/1
S829 

[99 213 
SD0-1 

貼床
N-2 S832 占tn-奈良 臼玉 1点出土 199 21 I 

2 

脆弱 西隅部は S818の調査時に当

S-3 S817 弥生～古III S818 初検出よりも広がることを確 199 
2 •込≫ 

貼床 床而上に炭散布
S-3 S818 弥生 SB16・17 炉

西南壁際で焼土検出
199 208 181 

3以上

貼床 臼玉IO点出土
大型土坑により西IJtlJを大きく

N-3 S836 占IJ'!
SK36-01 

炉 5-2地点 S810と同一
破壊されるが｀本来は S-2 

200 2ll 171 
SDIO 地点 SBIOに繋がる形態と考

5 遺構
えられる。

5B08 IO 貼床
5-2 S812 古JJ't (5B15) 

SE糾
炉 炉周辺に炭散布 200 205 170 

3 

SKI7 21 脆弱 住居跡の可能性は低く ．大型
S-2 S808 古ll't 5B12 なし 壁際は溝状になる

方形土坑の可能性大
200 205 170 

SE04 なし

脆弱 S812の潟査後確認さ
S-2 SBI5 古m (S812) 炉か

れたため、重複は不明
200 205 

なし

弥生後 （未完掘）
S-2 SE04 

～古ll't
5B08・ 12 SK21 200 213 

5808 階段状
S.2 SK!7 奈良～平安

SBI3 
200 212 

脆弱 覆土は土器片とともに焼土 ・ 206-
S-2 S813 弥生後期 SK17 なし ガラス玉 1点出土

炭を含む
200 

208 
179 

なし

S・2 Pit22 不明 200 213 

脆弱
N-3 SXOI 弥生 201 213 

なし

貼床 臼玉製作に関わるビッ 臼玉 2点出土、また．
臼玉製作工房の可能性が考え 201 

N・3 SB35 古ll't S838 ト(P3) p 3周辺より臼玉未製
られる

211 172 
l UIJ仕切り溝 品出土

203 

貼床 床而上より多浜の土器 201 172 
N・3 SB38 古屯 S835 炉

出土
調査時番号 SK85 210 

173 I 203 

脆弱
S-2 5B07 弥生後期 覆土中上層で土器出土 201 邸

なし

脆弱 土器は 5B14煎複部分より出

S-2 SBII 古1n S814 覆土中層より勾玉出土 土し、 SBI4との般密な前後 201 205 
なし 関係は不確定

S811 貼床 北壁に焼土、炉周辺に
S811床而上において検出さ

S-2 S814 古打
S809 

炉 炭散布
れた

201 209 180 
3 床而上より管玉出土

古れ後 脆弱
S-2 5B09 

期以降
$814 中央部に炭散布 201 

なし

S・2 SK26 古11'1 S814 S814床面・柱穴を掘り込む 201 212 

貼床 臼玉6点出土
N-3 S834 古J1'f カマド （北堕）

s区S805と同一遺憎
202 212 176 

I 

貼床 床面上より臼玉3点出土
S-2 S805 占in Sll06 床上に朱骰布

N・2地点S834と同一遺I鼻
202 204 

l 

硬化而
S-2 S806 古II'! S805 202 204 

未検出

S-2 S003 弥生後期
検出は非常に浅い

202 213 
N区では検出 されず

表18 Vil区2次面主要検出迫構一覧表
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N-2地点 S835・38 SB35は北側約 ％が調査区

外となるが、一辺約5.lmを測る方形の竪穴住居

である。中央部に貼床が認められる。柱穴は P

1のみで p2が柱穴になるかどうかは定かでな

い。ほぼ中央に間仕切り溝かと考えられる浅い溝

が確認されている。

本住居からは臼玉の未成品が出土している。P

3上面を含む周辺の床面上 （右図のトーン部）よ

り出土している。p3はいわゆる工作用ピ ットの

可能性を考慮して掘り下げたが、剥片などは全く

出土しなかった。砥石や工具等の出土も認めらな

い。臼玉製作工房とするには不十分であるが、本

住居からのみ未製品が確認されていることは重要

である。VII・ VIIl区を中心に多量に出土した臼玉の

製作に本住居が関わったことは確実である。

SB38は一辺約3.7mを測る方形の竪穴住居であ

る。北側で明らかに SB35に掘 り込まれている。

床面は貼床で炉が確認されている。床面上より良

好な状態で土器群が出土している。甕などの残存

がよいことは該期他住居出土土器群との違いが指

摘でき、注意される点であろう 。

写真172 SB35・38 

写真173 S B38遺物出土状況

@ 

---
-----／ 

／ 

／ 

I 

I 

口
S B35 

p 2 

゜
(l : 40) 2m 

図203 S B35・38実測図 (S= l /40) 
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図206 VII区2次面出土土器実測図③ (S = 1 / 4) 
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1-11 S -2 S B13 

0 (1 : 4) 10 cm 

図207 VII区2次面出土土器実測図④ (S = 1 / 4) 
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図210 Vil区2次面出土土器実測図⑦ (S = 1 / 4) 
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固211 . VII区2次面出土土器実測図⑧ (S = 1 / 4) 

-262 -



ー／

こ IO

~\ 
11 

＼ 

1-9 

二 13

c
 

'7 -1ーニ
18 -19 S -1 S !<10 

14 

-..__ I 

17 

15 -17 S -2 S K26 

20 S -2 S Kl7 

21 S -3 S K37 22 N -1 S K43 

＼
 

24 N-l 

23 N-1 S K49 
0 (1 : 4) 10 cm 

図212 Vil区2次面出土土器実測図⑨ (S = 1 / 4) 

-263 -



□
 

6
 

SD 1 

N-1 S K46 ~ 7 S-1 SD2 

8
 

-~-a----• ¥ 10 

10 -11 S -2 S E 4 

12 S -l pit 3 
13 

13 S -2 pt t22 8-9 S-2 SD3 

口 (_15 Nロ / 

~ 
ロニ ~c ／

 
16-22 検出面

0 (l : 4) 10cm 

図213 VII区2次面出土土器実測図⑩ (S = 1 / 4) 

-264 -



写真174 N-1地点SB23 

一写真176 N-3地点 SB34 

写真178 s-1地点 SBOl 写真179 s-2地点 SBl3 (土器出土状況）

,,. 一'—•••一·ー
写真180 s-2地点SB14 s-3地点 SBl8 
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XI VIII区の調在

本区は北陸新幹線建設用の工事用道路によって南北に分割され、さらに近隣畑地への出入口の確保から北側 (N

区）を4分割、南側 (S区）を3分割した都合 7地点により発掘調査を実施している。地点名は南北ともに東よ

り1・2・3・4地点とし、これに南北の N・Sを冠して呼称している。調査面はすべての地点で 2次面調査を

実施した。ただし、 1・2次面間にほとんど間層はなく、遺構は垂直方向にほぽ連続して存在している。実際に

2次面の検出遺構は 1次面で検出された遺構と時期的に大きく異なることはなく、 1次面調査時に逍構直下でそ

の存在が確認できたものも少なくない。 1・2次面は文化層として区分されるものではなく、上層迎構を除去し

て下層遺構を調査するための作業上の確認面である。

1 1次面の調査

方形ピット群 N-3・S-2・S-3地点では調査区全面より方形ビ ット群

が検出された。列は南北方向に明確で、東西方向も列をなすとみられる。

列状に検出されなかった N-1・N-2・S-1地点でも方形ビッ ト群の存在

は確認され、本来調査区全面に展開していたと考えられる。覆土は他地区

同様に黄褐色砂で、確実に本ピット群に伴うと考えられる遺物の出土はな

かった。重複伏況は検出されたすべての遺構を掘り込んでおり、最も新し

い時期の所産と考えられる。

畝状遺構 N-3地点の東側ならびに S-2地点のほぼ中央では、方形ピッ

ト群下よ り北西ー南東方向に並列する畝状遺構が検出された。N-3地点 9

条、 S-2地点20条の畝状遺構は位置関係からも 一連であることが確実で

ある。覆土は暗褐色粘質土で締まりは翡く 、遺物の出土はみられなかった。

平安時代 竪穴住居 7軒ほかが検出された。竪穴住居は調査区西端部の

S-3地点で4軒、 N-2・S-2地点で隣接して 2軒とまとまる傾向が強く、

広く展開はしない。ここで注意されるのは、前述した畝状遺構が住居に隣

接した該期遺構空白域に存在する点である。出土遺物がなく決め手に欠け

るが、遺構分布状況からは平安時代住居との組み合わせの蓋然性が最も高

く、集落構造を復元する手がかりになると考えられる。

奈良時代 2次面 S-1地点 SB26を含め、各地区に散在する状況で竪穴住

居11軒• 土坑などが検出されている 。 古墳時代後期住居と重複する傾向が

強く、継続して集落域を形成した可能性が考えられる。確認されるカマド

方向は北西向きと北東向きに 2分される。北西方向は古墳時代以来の一般

的方向であるが、北東方向は本区に限ると該期にのみみられる。

古墳時代 古墳時代後期は竪穴住居• 土坑が 1次面を主体として多数検

写真182 方形ビ ット群 (N-3地点）

出されている。竪穴住居は18軒ほどが各地区で検出されてお り、東側のVII 写真183 畝状辿構 (S-2地点）

-266 -



I N -3 (J) N-41 

N -1 
§ 

N-21 
§ ~ 

及慮..,% 

& 

f点,Si ヽ
及亙`  & & 及亙％ :、 t、S B34 

S B27 
00() ~~ …|  SR双

S B37 C" n r:_') S B49 

―必'- --..:,:. _, I , ~ I l-___ ,_ {" ~-ぐ- _---J~ 呵.¥¥― _t ¥¥ ¥ ~ S B39 .、 K5Zf

S B09 

i;89o_Ooo 

疫
~ 匡

I N -4 I N -3 

& <゚::) ゚

~ ゚~ I N -2 I 

:、 及亙’ヘ 及箪％％ 

N -1 

i;）ロ
” I ” c:,, ” c:,, 

S Bl5 

l V'.) ―。¥0 

゜゜

SB42・43 

i/890% 

S Bl9 

S B30 

S B23 
(S B09) 

万9:10_Ooo 

魯
ゃ

旦
Ooo 

930 ：ヽ`8
1

S B03 S B04 

1!¾。Oo
叙:

1次面

念C
I

〇
心
〇

匡 旦
戸愕。°゚

叙
念

s B28 s B25I 
~ S D24 

戸％。00 S B34 

忍
f;:] 

TI 
2次面

゜
20m 

(S = 1 : 400) 

図214 Vlil区 1次面 ・2次面遺構分布医 (S= l /400) 

-267・268 -



嬉点名 遺構名 時代
重複関係 床面

付属施餃 特記事項
遣構図 土器図 写真

先 後
傭考

版香号 版番号 番号柱穴

貼床 床面上に炭散布
S-3 S809 平安 S813 

臼玉出土
215 241 

l 

脆弱
5-3 S813 平安 5B06 JO 5B09 臼玉出土 215 241 

なし

S-3 S806 平安
貼床

SB07 S813 カマド （束壁） 臼王出土 215 242 213 
なし

貼床 土坑群の煎複があり、東側を中心にプラン把握不充
S-3 S807 古項 S806 

分
215 241 

なし

貼床 カマド残欠 （東壁）
S-3 SBJO 平安 SB13 

(SK19により破壊）
暴苔土器出土 215 242 

なし

5-3 5B08 奈良
貼床

カマド （北壁） 臼玉出土 北東部柱穴確認できず 215 24] 213 
3 

S-3 P1t25 古項～奈良 215 246 

N-4 5B32 古JJ't 5B31・ 34 
貼床 （一部分）

臼玉出土 216 234 
なし

古m S832 脆弱
N-4 SB34 

S009 SK55 
臼玉出土 216 235 

なし

N-4 SK55 古珀～奈良
SB33 34 

臼玉出土 216 235 
S009 

古JJ't
貼床

カマド （北壁）
S-3地点 S816と同一逍 216 

N-4 S833 S835 SK55 
構

白玉出土 234 203 
なし 226 

古ll'l
貼床 N-4地点 SB33と同一遺 216 

S-3 SBl6 SB」4
構 226 

246 
なし

貼床 土器集中 2箇所、臼玉 土器群の検出段階で降雨に 243 

S-3 SBI4 古泊 カマド （北壁） （多益） 管玉土玉 ・より水没したため、出土状
216 [93 

SB16 
226 

244 
194 

4 土鍾出土 況図は作成できず 245 

SK30 貼床
S-3 S811 古m (5B12) 

S002 
北側床面上に炭散布 216 242 

なし

脆弱 SBllの貼床がない地点で掘り下げが可能であったた

S-3 5B12 古項 (S811) 北壁に炭散布 め、別遺構として調査を実施したが、掘り込み而が 216 246 

なし 判然とせず、同一遺構の可能性も考えられる。

平坦 周辺の同規模土坑群が列を
S-3 SK24 古項

なすが、柱痕は確認されず
216 246 

なし

貼床 床面上より獣骨出土 217 195 
N・4 S836 古IJ't SB38 

臼玉出土 227 
235 

-197 なし

脆弱 s区で検出 されず、広 住居ではなく、溝状の逍構
N-4 S838 古項 5B36 

がることはない にな る可能性が高い
217 235 204 

なし

古ll'I
貼床

カマド （北壁）
S-3地点SB19と同一遣

N-4 SB37 S836・ 39 
構の可能性あり

勾玉 ・臼玉出土 217 234 
なし

貼床 床面高より N-4地点
西南壁ともに他遺構の旗

S-3 S819 古in
S815・17 

S837と同一住居の可能 217 246 
S004 

性商い
複に より把握されず

なし

古項～奈良
脆弱 古項時代中期土器は SBl9か

S-3 S815 S819 カマド （束壁）
らの混入か

217 245 215 
なし

S-3 SBl7 古1/'l S819 S815 18 
貼床

臼玉出土
なし

時期は煎複I関係より推定 ~17 

貼床
カマド （北槌）

S817の調査中にカマドのみ
S-3 S818 古ttt-奈良 5817 

検出
217 246 

未検出

N-3 SB52 古IJi S847 
貼床

臼玉出土 218 231 
1 

N-3 S847 古屯
貼床

S852 
なし

床而上に薄い炭散布 $-2地点 $B29と同一遺構 218 230 

............ ．．．．．．．．．．．．． ................. -----------------・ ・----・--------・-----------------------・--・-----------・--・---・----・---・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・ . ----. ------. ----・---------------------............. --・----------............ 
貼床 コモテ石が床而上 2箇

S・2 S829 古tn S831 
所より集中的に出土

N-3地点 5B47と同一遺構 218 239 208 
l 

硬化面 カマド（北壁） 2次而 SB53と同一で2次而 231 
N-3 5B53 古JJ't $B54 S848・51 

石材使用
臼玉出土

にて全面調査
218 

232 
202 

2 

S-2 5B30 古m S831 S814 
硬化而

218 240 208 
なし
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遣構名
重攘閾係 床繭

特記事項
遣園 土暑園 写真

嬉点名 時代
後 柱穴

付属綸鰻

" 賑警号 瓢書号 書号先

貼床 5-2地点 S819と同一遺
N-3 5B48 古JJ't SB53 S85! カマド （北堅）

構
臼玉出土 218 230 202 

なし

貼床 N-3地点 5B48と同一遺s. 2 5B19 古項 SB22 
構

218 238 
なし

貼床 S-2地点 5B22と同一遺
N・3 S851 奈良 S848・53 カマド （北壁）

構
218 230 202 

l ? 

貼床 N-3地点5851と同一遺 古屯時代J:器は混入品とし
S-2 5B22 奈良 SB19 

溝 てS819に帰属するか
218 239 

2 

貼床 束壁際より焼土 炭化
S-2 SB l•I 古項 S830 31・36 カマド （北壁）

材検出
218 237 

I 

SB15 貼床
S-2 S813 古tJ't SB36 

S821 38 
カマド残欠 （北堕） 218 238 

なし

S-2 5B21 古m S613 カマド カマドのみ検出 218 240 

N-3 SK69 中世以降
l次面方形ビ ット群 畝状遺構ととも,~検出した円

231 
形土坑で遺物は混入と判断される

脆弱
N-3 SB54 古tJ't S849 53 219 230 

なし

脆弱
N-3 5B49 平安 S854・55 219 230 

なし

S837 貼床 S849下で確認 多拭の古内時代t僻は 2次
N・3 SBSS 古項～奈良

SK78 
S849 石芯カマド （東壁）

臼玉出土 面S813に帰属か
219 233 

なし

N-3 SK78 古項か 5B37 (S-2) S855 南側撻面に焼け
南壁の焼けは S-25B37カマドとの関連か

219 231 
SK76 77と規模埋土等が類似

S-2 S815 奈良 S816 
貼床

カマド （北壁） 219 239 
なし

S-2 SB16 古項か 5B17 
貼床

S815 219 
なし

S812 16 脆弱
S-2 5B17 古内

S835 
219 239 

なし

貼床 カマドおよび貼床の一 219 
S-2 SB35 古柑 5B17 SBI2 カマド （東壁）

部を確認 225 
239 192 

未検出

S817 35 貼床 カマド束側にもう 1基

S-2 S812 古墳
S818 

カマド （北壁） カマドがあり、追り替 2l9 240 212 
未検出 えとみられる

S-2 SBll 古墳以降 SBlO 
貼床

なし
N区では検出されず 2l9 238 

古培以降
5811 貼床

N区では検出されずS・2 SBJO 
SKll 

219 238 
なし

S-2 S837 古屯
S811 

カマド
悶査区壁中でカマドの カマド構築材とみ られる円

219 210 209 
5B55 み確認 柱状の石材Iii土

平坦
S-2 SKI! 古墳 S817 5B10 方形土坑 219 241 

脆弱
N・3 5B56 古項 行玉・臼玉出土 220 230 

なし

SB05 09 貼床
5-2 S818 古用

5B12 
220 238 

なし

脆弱
S-2 S809 平安 S805・18 カマド残欠 （北撻） 220 238 

なし

S809 脆弱 獣1~が床面より若干浮
S-2 5B05 古tj'f S804・ 18 

SHOI SKOi いてIii士
220 238 

2 

S805 09 貼床 210 
S-2 S804 古t/1

SHOI 
カマド （北隈） 220 238 

211 なし

S・2 SKOi 奈良一平安 S805 220 241 

S826・30 脆弱 5-2地点S807と同一遺
N・2 S827 古m 5B28 

S008 
カマド残欠 （北堅）

溝の可能性あり
臼玉出上 221 229 

未検出
............ ............. --------・-・---・・・・・・・・・・・・・・・. ................. ........................ -...... ・・-・・・.................... .................................. ........................................ ．．．．．．．．．．． ............. ............ 

SDOI 硬化而 N-2地点5B27と同一遺 硬化面の広がりにより fl/呂
S-2 S807 古IJl

(SB08) 構の可能性あり 跡と判断、 プラン未確認
221 238 

なし

-270 -



竺．．:．,,.-／ 呻：． 疇:ft'
、 重書属鼻 ． 摩爾

付属篇霞 特記事凛・ ●看
遣構図 土曇図 写真

'.. ·•.. ' 
.. , 甍,:・...艤 、:. ’柱 '~ 賑看号 蔵書号

” 5B25 27 硬化面 カマド？ 石製模造品 （有孔円板）
N-2 S830 奈良 S826 

（北壁に炭散布） 出土
南壁は不明瞭 221 229 

5B28・29 なし

貼床 煙道先端部が SB30により破
N-2 S825 古項 S826・30 カマド （北壁） 臼玉出土

壊
221 229 201 

l 

硬化而 西壁際に焼土分布
N-2 SB24 古打 SB29 

（カマドに関連？ ）
221 228 

なし

S822・24 硬化面 カマド？ （北壁） 管玉土玉切子玉出
N-2 S829 古れ

北壁に焼土炭散布 土
221 229 

5B30 なし

平坦
N-2 Pit37 古IJl以降 S829 221 229 

平坦 S829カマド火床の焼土が覆
N・2 Pit38 古m SB29 

土上面に載る
221 229 

S825・27 貼床 S-2地点 SBOlと同一遺
N-2 5B26 奈良 カマド （北壁）

構
臼玉出土 221 228 

S830 1 
............ ............. -------------------------------------------------・・・・・・................ .. ・・・・・・......................... ... ----・・---・--・------・---・------・ --------------------------------------............ ----------・・-・・・・・・・・・ 

貼床 N-2地点 S826と同一遺s. 2 SBOl 奈良 SB02・06 
構

221 238 
なし

S802 06 硬化面 カマド （北壁） 北壁に炭散布
S-2 SB03 平安

5B08 煙道のみ残存 管玉出土
22l 238 

なし

SB03 貼床
S・2 5B08 古Jflか (5B07) カマド （北壁） 管玉出土 221 

S002 2 

S-2 5D02 奈良か SB08 22l 241 

貼床 カマド （北壁）
N-2 5B22 古項 SB29 

石材使用
カマド束側に別カマドが残存し、造り替えか 222 228 200 

2 

S-1 SB05 古打 カマド （北壁）
カマドのみ検出

222 237 
遺構本体は調査区外

SKOS・10 貼床 子持勾玉 • 有孔円板 222 206 
S-1 S602 古墳

SK!l 
カマド （北壁）

臼玉 力＇ラス玉出土 223 
236 

207 2 

平坦 SB02カマド束fllllに位阻 222 
S-l SK03 平安か S802 

する土坑
図中掲載なし

223 
237 

貼床 貼床直下で臼玉が集中 石製模造品（有孔円板）．
N・l 5B23 古m SK47 

的に出土 臼玉出土
223 228 198 

3 

貼床 床面上に炭散布
N-l 5B21 奈良 SK46 壁溝

臼玉出土
223 228 199 

3 

貼床 調査区際で壁面の確認なし。また、 S821の調査後確

N・l S820 奈良 (SB21) 認したため、 S821との散密な直複関係不明。 223 228 

1 臼玉出土

N-1 SK46 平安か 5B21 
平坦

臼玉出土 223 228 

平坦
N-1 SK47 古IJ'l 5B23 223 228 

貼床 カマド （北壁） 古項時代遺物は SB03・04か
S-1 SBOI 奈良 SB03・04 

出入ロビット （西壁）
有孔円板臼玉出土

らの混入と考えられる
223 236 205 

4 

古項 5B04 SBOl 
カマド （北壁）

住居は南側調査区外
223 

235 
190 

S-1 S803 
天井部が残存 224 191 

S-1 S804 古tJ't S801・03 
焼土の分布と遺構プラ 2次而面S825と同一遺構の

223 235 
ンの一部を確認 可能性が嵩い

平坦
S-1 SK05 不明 SK06 223 237 

SBOl・03 平坦 底面でSB03に伴う貼床 出土土器は 5B03に伴う可能
S-1 SK06 不明

SK07 
SKOS 

を確認 性が考えられる
223 237 

SBOl 平坦
S-1 SK07 古項 223 237 

SK06 

平坦
S-l SK08 奈良 S802 223 237 

$B02 平坦 束壁で検出された焼土 5B02の調査先行により、同
S-l SKll 古lJ't

は2次面5B28煙追部 住居阻複部分不明
223 237 

SK!O 

表19 VIIl区 1次面主要検出遺構一覧表
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区 ・西側のIX区を含めて、広く展開している。時期的疎密はあるものの 6-7世紀を通じ継続して形成されたと

みられる 。 古墳時代中期は 1· 2 次面を通じて調査区のほぼ全面より竪穴住居 • 土坑が検出されている。 1次面

では後代の遺構分布がみられない部分のほとんどの箇所から検出され、遺構間重複も激しく、密集した遺構分布

を示す。隣接する VII区 .IX区の該期遺構の分布状況と対比しても本区の密集度は群を抜き 、該期集落域の中心を

なす可能性が考えられる。確実に炉が確認された住居はなく、ほとんどが北西向きのカマドを有すると考えられ

る。この北西向きカマドは後代にも継続して認められ、集落構造の基本が該期に遡る可能性が考えられるが、住

居密集状況は他にはみられない時期的特徴となり、集住形態の懸隔は大きい。出土辿物では滑石製臼玉が調査区

全面より多羅に検出されており、各遺構覆土中より出土している。古墳時代後期～平安時代辿構覆土からも出土

しているが、該期遺構との重複部分にほぼ限られることから古墳時代中期に帰属すると捉えられる。出土状況は

図226にドットとして示したように、遺構覆土中より単独で出土するものがほとんどで、槃中しての出土などは

認められない。こうした状況が調査区全面で確認され、帰属遣構を特定することも難しい。住居廃絶などに伴っ

て撒くような状況で使用された印象が強い。なお、滑石製臼玉に混じって石製模造品有孔円板も出土している。

写真184 N-2地点全景 （東から） 写真185 N-3地点全景 （西から） 写真186 N-4地点全景（東から）

写真187 s-1地点全景 （西から） 写真188 s-2地点全景 （東から） 写真189 s-3地点全景 （西から）
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S-1地点 SB03 調査区南壁際で検出されたた

め、カマドおよび貼床の一部が確認されたにすぎ

ない。カマドの残存状況は良好で、天井が残る。

石などの構築材は使用されておらず、粘土のみに

よって作られている。天井部は平坦で、断面形態

は方形を呈する。被熱部分は側壁から天井にかけ

て顕著で、床はほとんど焼けていない。煙道先端

部には焼土も天井も確認されなかった。袖部は両

側へ開くと想定されるが、部分的な確認でしかな

く、特に右袖部はほとんど残っていない。対照的

に土器の残りはよく、燃焼部より土師器甕 ・椀が

正置の状態で検出された。特異な形態ではあるが、

南壁際で確認された貼床より住居布設のカマドと

評価しておく 。

＠
 

-o~2m 
゜

(1 : 20) lm 

図224S B03カマド実測図 (S=l/20)

写真190S B03検出状況 （東から） 写真191S B03検出状況（南から）

S-2地点 S835 他遺構の重複により規模等不明の竪穴住居で、北

壁に構築されたカマドのみが検出された。天井は内部に崩落していた

が被熱を受けた側壁がよく残る。袖部はすでになく、火床が確認され

たにすぎない。

遺物は煙道部

との境をなす

段部の右壁際

より甕の出土

がある。また、

左壁側で石材

が検出され、

構築には石材

が使用された

とみられる。

写真192S B35カマド検出状況（西から）

図225 S B35カマド実測図 (S=l/20)
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゜
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S-3地点 SB14

一辺約 7mを測る方

形の竪穴住居である。

SB16に掘り込まれ る

が、重複下でプランが

確認できた。北壁中央

でカマドが検出された

が、既に破壊されてお

り、火床のみが確認さ

れたにすぎない。床面

は明確な貼床である。

土器は右図のトーン

部2カ所より集中的に

出土している。南集中

では焼土が確認された

が、この焼土上には図

244-25の甕が伏せた

状態で検出されてい

る。南集中・北集中と

もに須恵器を 1点ずつ

含み、 TK23型式併行

期の良好な一括資料と

把握できる。

臼玉は床面上～覆土

下層より多蓋に出土し

ている。このほか管玉

2点、土玉 l点、土錘

1点が出土している。

〗二fO~
＼
 ＼ 

ヽ

． 

＼ .. ＼ ． 
0¥ 

＼ ． 
＼ 

● ー臼玉 ● —菅宝

． 

南集中

屡

＠◎ 
＼ 

＼ 

． ＼ 

． 
i~ ． ． ． 
•1 

゜.. —土製品 （土玉 • 土錘）

口

トーン部は土器集中地点

図226 SB 14遺物出土状況実測図 (S= l /80) 

写真193 SB 14遺物出土状況 写真194 S B 14 (完掘）
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N-4地点 S836 SB38との重複より南壁を失うが、 一辺5.2mを測る方形の竪穴住居である。貼床直上より土器

片 • 石材が出土しているが、これらに混じって獣骨が検出されている 。 獣骨は牛かとみられ、住居中央から西側

にかけて 3カ所にまとまるように出土している。歯は他の骨とは離れて検出され、骨のまとまりがみられること

からも遺骸をそのまま埋葬したとは考えがたい。また、

獣骨や土器 ・石材を大きく取り巻くように滑石製臼玉が

18点ほど出土しているが、W区SBOlのように石製模造

品は伴っていない。この他、砥石 ・紡錘車が出土してい

る。なお、床は貼床が確認されたが、カマドや炉 ．柱穴

等は検出されなかった。

写真195 S B36造物 ・獣骨検出状況

写真196 S B36獣骨検出状況①

巴

乙゚l
.

¥

i

 

(l : 80) 

。ヽ
~ 

④ 

4m 

図227 S B36獣骨出土状況実測図 (S= l /80) 

写真197 S B36獣骨検出状況②

写真198 N-1地点SB23 写真199 N-1地点 SB21 
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写真201 N-2地点 SB25 

写真202 N-3地点SB48・50・51・53 写真203 N-4地点 SB33 

写真204 N-4地点 SB37 

写真206 s-1地点SB02 写真207 s-1地点SB02カマド内遺物出土状況
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写真208 s-2地点 SB29・30・31 

写真210 s-2地点 SB04 s-2地点 SB04カマド内土器出土状況

写真213 s-3地点 SB06 

写真214 s-3地点SB08 写真215 s-3地点SB15 
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2 2次面の調査

2次面は 1次面遺構直下に存在する遺構の確認面で、

垂直方向に 1次面と連続している。古墳時代中期を主体

とするが、 1次面調査遺構下に存在する古墳時代後期な

らびに奈良時代遺構の調査も実施している。

古墳時代 古墳時代中期の竪穴住居• 土坑などが検出さ

れている。 1次面調査遺構と合わせると、調査区のほぽ

全面に該期住居が展開している。住居主軸は北西ー南東

方向が大半で、北東ー南西方向をとるものが一部みられ

写真216 N-1地点全景 （西から）

る。カマド布設住居もみられるが、炉を持つものが比較

的多く確認され、炉からカマドヘの転換期に位置付け られる。この点、カ

マド布設住居のみが確認された 1次面検出遺構との重複関係にも矛盾しな

し、

゜
N-4地点 SB57でば炉周辺より高杯脚部の転用羽口と鉄滓小片が出土

し、鍛冶工房の可能性が考えられる。石川条里遺跡高速道地点では古墳時

代前期後半代にすでに鍛冶の存在が確認されているが、一般集落において

も該期に鍛冶が導入されている点は注目される。

N-1地点 SB23は1次面検出遺構であるが、 SB44の調査に伴い貼床を外

したところ、直下より滑石製臼玉の集中的出上が確認された。40cm四方

の範囲内より臼玉が50点ほど出土し、他に例をみない出土状況であった。

SB44床面高とほぼ同じであるが、貼床は確認されず、 SB23掘り方内に存

在する。また、掘り方内よりも個々単独ながら少なからぬ臼玉の出土がみ 写真217 N-2地点全景 （東から）

江さ~'WRI一
写真218 S-1地点全景 （東から）

召訟
写真219 S-2地点全景 （東から）
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られ、床面構築以前に多量の玉類が使用されたことが確実視される。

S-1地点SB24では SD24との重複部分の床面直上 (SD24覆土最上層直上）から10点の石製模造品有孔円板が

臼玉とともに出土している。相互に紐状のもので緊縛された、あるいは何かに釣り下げられた状況ではなく、い

ずれもが表裏面を上に向けた状態で、一定範囲内より点在して単独で出土している。周辺よりは臼玉が出土し

ているが、同様に個々に単独出土である。また、 SD24の北側延長部付近でも臼玉がまとま って出土しているが、

こち らには石製模造品は伴っていない。なお、臼玉は 1次面同様に各遺構覆土内より出土している。N-1地点

SB23・S-1地点 SB24を除き、多くは 1次面同様に広く多量に出土している。

地点名 遣構名 時代
重襴閾係 床固

特記事項
遺図 土器図 写真

先 後 柱穴
付属篇設 ●考

版書号 版番号 奮号

S-3 S840 古墳
貼床

SB42、43 炉（北側柱穴間） 臼玉出土 247 267 240 
4 

貼床
SB42 43は同一住居の可能

臼玉出土 性が想定され、炉からカマ
S-3 S842 古屯 S843 カマド （東壁）

カマド構造不詳 ドヘの転換期に位骰付けら
247 267 241 

2 
れる可能性が高い

古項
貼床か？ 炉 掃属遺構は 5B42貼床下

S-3 S843 5B42 
で検出

247 266 242 
l Pl-P5・P7 

S-3 Pit 36 奈良 S842 43 247 268 

貼床
炉 鉄滓および高杯脚部転

248 
260 233 234 

N-4 S857 古項
炉周辺より鉄滓出土 用羽口出土

床面上に大査の炭散布 257 
3 258 

261 235 236 

古項
貼床

北西壁1こ焼土分布
248 265 231 

S-3 SB4l 勾玉臼玉出土
232 2 256 266 

S-3 Pit 25 古項 248 268 

脆弱
カマド残欠

1次面 SBl4と合致し、 臼王出土
249 229 

S-2 5B12 古用 5B36 
（調査区際で火床）

同一遺構 （掘り方）の 床面下より土器と柱状の石 263 
230 l 可能性あり 材が出土

255 

古項
硬化面 S-2地点 SBIOと同一遺 231 

N-3 S853 SB15 カマド （北壁）
構

1次面SB53と同一住居 250 
232 2 

------------. . ... 響.................... ・-・--------------------------------------------------・............................... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ + • • ••••••• • -・-• • • •• • -•• ---------・----- -------------------------------------
古項

硬化面 N-3地点S853と同一遺
S--2 S810 

構
確認深度は極めて浅い 250 263 

なし

N-3 5B15 古項 SB53 
脆弱

250 259 
なし

脆弱 炉
出土破片賓科は古墳時代が主体を占め、該期と判断

される。掲載遺物は 1次面 SB55に属し、 5B55出土 250 
N-3 S813 古m SB14 北側焼土が炉、南側は

として掲載した土器のうち、古項時代土器が当住居
259 227 

なし 焼土分布
251 

に伴う可能性が窃いと考えられる

N-3 SK34 奈良か SBL3 S813上面で検出 250 260 

古項
硬化面 1次面で調査を実施したが、

S-2 SB36 S812 5B23 床面上広範囲に炭散布
遺構図は 2次而に掲載

250 264 239 
なし

古墳
確認されず 2次面調査遺構で、 S836掘

S-2 SBll 
り方に該当する

250 263 
なし

硬化面 1次而で確認されたが、 プ

S-2 S823 古/J'j S836 ラン未確定で2次面 5B09と 250 
なし して確認

5-2 S809 古項
確認されず

5B23と同一住居 250 263 
なし

S・2 SK26 奈良 5B23 1次面で確認 250 264 

S・2 SK29 古IJ't 250 264 

古項
脆弱 S-2地点 SKOiと同一遺 住居跡角部として調査した

N・3 S814 
構 が方形土坑と判明

251 
なし

・・---・・-----............ ................. .......... ・・・・-・・. ------------------........................ .. .. . .. . ....................... .................................. ................ ・・・・・・..... ... . ... ・・・-- -----------............ ............ 

脆弱 N-3地点S814と同一遺 1次面SBIOllによって破

S-2 SKOi 古項 構 壊され、遺構プランは不明 251 264 
なし 土器群と臼玉が出土 瞭
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嬉点名 遺構名
重槙躙俸 床面

付属籠設 特記事項 ●考
遣構園 土暑園 写真

時代
先 援 柱穴 阪書号 雇看号 警号

N・3 SK32 古項 SK33 不整方形土坑 251 260 

N・3 SK42 古項 251 260 

なし 北壁付近に焼土分布 掘り方のみ確認
5-2 S804 古珀か SB02・03 

煙道状部分は不明瞭 臼玉出土
251 

2 

なし 掘り方のみ確認
S-2 S803 古項か 5B04 SB02 北壁に焼土分布

臼玉出土
251 

なし

貼床
S-2 SB02 古項か S803 04 南壁際に焼土あり 251 

3 

硬化面 炉？ 5-2地点 SBOlと同一遺
N・2 S846 古lfl S830:IJ 

（北東側に焼土） 溝
252 259 225 

3 
・・--・-・・・・-・・-------------------------------------------------・-----・--・-・------------------------------------------------------・--------------------------........ ● ● .... ・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・ -・・・・・ ・ 

............. ............. .... —...... 
貼床（一部） N・2地点 S846と同一遺

5-2 SBOI 古項 壁滞
溝

252 263 
l 

脆弱
S-2 S805 古lJ'1か 5B06 炉か？ 焼土塊炭の散布あり 臼玉出土 252 

I 

S-2 SH糾 古項か 5B01 
SK07-10の 4基の土坑配列により想定されるが、

252 
SK08で確認 SK08以外では柱穴は確認されず

平坦
S-2 SKll 古屯 楕円形土坑 SH04とは別遺構 252 241 

なし

古れ後期
遺物の出土はないが、 S829

N・2 SH02 
以前

SH03 柱穴4より構成 下で検出されたことにより 253 226 

各掘方内で確認 時期が推定される

N-2 SH03 
古墳後期

S!-102 柱穴 2で全体形不明 SH02同様、 SB29下で検出 253 226 
以前

硬化面
5-l SB26 奈良 カマド （北壁） 南側柱穴は検出されず 古珀時代土器の混入あり 253 262 228 

2 

脆弱 253 
S. I S827 古墳 5B33 確認深度は浅く、詳細不明

254 
262 

なし

SB23 脆弱 北壁は調査区外、西壁
N-l S844 古!ff

(l次面） は不明確
臼玉出土 254 259 221 

なし

S823 古柑
床面直下より勾玉 lと

1次面 S823の継統調査
221 

N・l
臼玉が集中的に出土

254 
222 

硬化jlij 床而上より多政の炭化

S-1 S833 古珀 5827 検出されず 材，焼土検/1¥ 臼玉出 中央部土坑は別遺構 254 262 237 

2 土

硬化而
カマド （西壁） S832との旗複関係は明

5-1 5828 古項
（煙道のみ確認） 確に把握できなかった

臼王出土 254 262 238 

なし

脆弱
S828との餓複関係は明

臼玉出土 N-I地点で確認

5-l 5B32 古項
確に把船できなかった

されず、住居跡である可能 254 263 

なし 性低い

貼床 カマド残久？ （東壁）上面 SB04と同一遺構の
S-1 SB25 古内か S834 

焼土が広く散布 可能性が莉い
254 262 

I 

脆弱 S824調陀後に確認。検I.I¥状

5-l 5834 古t]l S825 管王・臼玉出土 況は極めて不明瞭でS824と 254 263 

なし 同一住届の可能性もあり

硬化面 匝側猥がI叩I瞭に確認されず、

S. I S824 古項 (SB34} 
石製模造品（布孔円板） プランは不明。床面甜は SB

254 262 
223 

臼―Eが多黛にし出土 34とはぼ同じで.'"l一遺情 224 
なし か

平坦 霞土上ifiiのSB24床面～直上レペルで多ほのイf'IL円
S-I 5D24 古Jf1か S824 

板，臼王が溝内に落ち込む様に111土。S8241こ帰属。
254 223 

平坦
S-I SKI()() 古屯 S824に伴う可能性あり 254 263 

なし

表20 VIll区2次面主要検出辿構一覧表
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写真222 N-1地点SB23臼玉出土状況

写真223 s-1地点SB24 (土柱は石製模造品・玉類） 写真224 s-1地点SB24石製模造品出土状況

写真226 N-2地点 SH02 

写真227 N-3地点SB13 写真228 s-1地点SB26 
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図247 Vlll区2
次面遺構実測図① (S == 

1 /80) s-3区
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図250 VIIl区2次面迫構実測図④ (S = l /80) N-3・S-2区
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図251 YllI区2次面遺構実測図⑤ (S = l /80) N-3 ・s-2区
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図254 VIII区2次面遺構実測図⑧ (S = 1 /80) N-1・S-1区
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S-2地点 S812 調査区南西際で検出された竪穴住居で、西な

らびに南側が調査区外となる。西側隅部で火床が検出され、カ

マドが付されていた可能性が考えられる。

火床東側対面の床面では、浅い掘り込み内より柱状の石材が

土器とともに出土している。柱状石は長さ約40cm、幅約 5cmを

測り、 二つに折れて出土した。柱状石材は支脚の事例が認めら

れるが、他例に比して長く、確認されたカマド部分でも抜き取

り痕跡等が認められないことから、カマド構築材の可能性も想

起される。

R
 

． A 

~,'VS£ 

写真229 s-2地点 SBl2 

S-3地点 S841 一辺4.7mを測る方形の竪穴住居であ

る。炉・カマドは検出されなかったが、北壁中央部に残

存する焼土がこれに関わるものと考えられる。柱穴は主

軸東側にニカ所検出されたに止まる。床面は住居中央部

に貼床が確認された。この貼床上からは多羅の土器が出

土している。ほぼすべてが細片で出土し、完形での出土

個体は認められない。 甕• 壷 • 高杯 • 小型丸底土器より

構成されるが、甕の比率が最も高く、他事例との相違点

となる。須恵器共伴直前期の住居内出土土器群して把握することが可能な一括資料である。

写真231 s-3地点SB41 

I A' 

354.5 

． 図255 SB 12柱状石出土状況 (S= l /20) 

写真230 s-2地点 SBl2柱状石出土状況
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写真232 s-3地点 SB41遺物出土状況
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N-4地点 S857 東側および北

西角部が調査区外となるが、 一辺

7.3mと想定できる竪穴住居であ

る。柱穴は 3カ所確認される。床

面は貼床で、床面上より多量の土

器群と焼土混じりの炭層が検出さ ー

れている。土器群は南北ニカ所に
Hl 

集中して出土し、高杯と小型丸底 ~-----j t:c-→ 

土器を構成主体とする。甕等を含

まないあり方は生活品の廃棄とは

異なる背景が想定される。また、

離れた破片が接合した椀が 1点あ

り、意図的な破砕行為の可能性も

指摘される。

南側土器集中付近よりは、炉が

~ 
プ一塁＼

VI 

゜
(l : 20) 2m 

図257 N-4地点 SB57北側土器集中地点出土状況実測図 (S= 1 /40) 

l基確認されている。この炉周辺からは若干量ではあるが鉄滓が検出された。さらに、炉周辺より出土した高杯

脚部 （右図▲付）には外面に高温で溶解した付着物が認められ、転用羽口とみられる。多量の炭も合わせ、小規

模な鍛冶遺構と想定される。ただし、上層遺構の掘り込みが深いため、炉の上部構造は定かにはできなかった。

土器様相からは集落への鍛冶波及期と判断され、床面上出土土器群も良好な一括資料と把握される。

翠:-
示土亙訂

写真233 N-4地点 SB57 

---
写真235 N-4地点 SB57遺物出土状況②

ふ竺立
写真234 N-4地点SB57遺物出土状況①

写真236 N-4地点 SB57遺物出土状況③
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図259 VIIl区2次面出土土器実測図① (S = 1 / 4) N-1・ N-2・N-3地点
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図260 vm区2次面出土土器実測図② (S = 1 / 4) N-3・N-4地点
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図268 VllI区2次面出土土器実測図⑩ (S = 1 / 4) S-3地点

写真237 s-l地点SB33 

写真239 s-2地点SB36 

写真238 s-l地点SB28 

写真240 s-3地点SB40 

写真241 s-3地点SB42 写真242 s-3地点 SB43 
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Xll IX区の調杏

l 調査実施範囲の確定経過

双区は調査対象地の西端で、西側では国庫補助事業地点X区へと続き、北側では市道塩崎中央線地点と直交し

て位置する。この直交する本区ならびに市道塩崎中央線地点には北側の県道77号線からの搬出入路として北陸新

幹線建設時以来、工事用仮設道路が設置されていた。本区調査時は既に新幹線開業後であったが、引き続き本事

業建設工事の搬出入路として使用され、工事用道路の確保は継続課題であった。工事用道路は工事計画との調整

によって、 VI-珊区S地点の発掘が完了した時点で南側への一斉切り替えを実施した。ただし、本区は直角に

折れ曲がるうえ工事用車両の交換場を兼ねていたこともあって、北側用地際に設置されていた既存の仮設道を使

用することが安全確保のうえで最も有効と判断されたことから、切り替えは実施しなかった。これにより工事用

道路以南を調査対象地とした。また、調査の進捗状況に伴う工事用車両の交換場確保の計画策定のため、先行し

て試掘調査を実施した。試掘坑は東側と西側に各 1ケ所設定して行った。東側の試掘坑 （第1試掘坑）では遺構

の存在が確認されたが、西側の試掘坑（第 2試掘坑）では基盤層上まで撹拌が及んでおり、包含層の堆積ならび

に遺構の存在を確認することはできなかった。このため、さらに西側でもう 1ケ所試掘坑 （第3試掘坑）を掘削

したが、第2試掘坑と同様の結果であった。遺構が確認された第 1試掘坑と確認されなかった第 2・3試掘坑は

畑が異なる。果樹と一般畑地という土地利用状況も異なっていて、従前の畑地区分が追構の残存状況に大きく関

わっていると予測された。この点より、第 1試掘坑が位置する東側の旧果樹畑を調査対象地として選定した。

表土掘削は東側よ り着手して順次西へと拡大したが、調査区西端部で遺跡基盤層である黄褐色粘質土層が急激

に立ち上がることが確認された（図269)。調査区西壁では遺構の存在は確認されず、包含層内での遺物包含量が

極端に低下することから遺構分布が希薄
東端部 西端部

になることが確実視された。前記した隣 l 

接畑地との位置関係や調査区隣接地への 「ローゴ
出入口の確保を踏まえ、この地点までを

調査範囲と確定した。これによ り、IX区

は長さ約36m、幅約12mの範囲に対して

発掘調査を実施している。なお、工事用

道路下については、盛土造成ということ

もあって迫構が路床下に保存されている

ことを確認している。

2 調査の概要

調査面は他地区同様に調査限界点とな

る南壁際に排水溝を設定し、この壁面観

3
 

4
l
5
l
6
 

7 暗褐色粘質上陥 炭含む （ピット覆土）

8 II音褐色粘伐土層 炭含む (SB17穫土）

3
 

355.00m 

゜
(I : 4 0) l m 

土層注記

l 表土

2 耕作土層

基本沼序との対応 (13頁図6)

第 I/M Ill 

第2/M121 

3 明黄褐色砂屈 （暗褐色粘質土プロ ックの混入多い） 第3浙(4)

4 暗褐色砂質土層 （暗褐色粘質土プロ ックの混入多い） 第3層 (4)

5 暗褐色粘質土附 （包含層） 第4屈

6 暗褐色粘質土屈 (SB03覆土） 遺構覆上

遺構覆土

遺構覆上

図269 IX区土層堆積状況実測図 (S=l/40)
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写真 243 IX区全景 （西から）

•.. , 吝

写真 244 IX区全景（東から）

察によって確定する方法をとった。包含

層の堆積厚は他地区に比べて薄いうえ、

排水溝内での観察によ って下陪遺構の存

在は確認されなかった。また、検出遺構

の底面断割によって下陪遺構の存否につ

いても逐一確認しながら 、単一面で調査

を実施している。

~ SB~ 

¥’ 

夏
髯

笠

髯。

念虞
合

念合’
 

効
ヽ

0 (1 : 200) 5 m 

図270 IX区遺構分布図 (S= l /200) 

方形ピット群 部分的ではあるが、黄褐色砂を覆土とする方形ビッ トが検出された。列をなす状況の確認はなかっ

たが、本来は他地区同様、面的に展開した可能性が想定される。また、造物の出土はなかったが、確認された重

複関係からは最も新しい時期と考えられる。
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平安時代 竪穴住居 4 軒• 土坑 l基ほかが検出された。全体が検出された SB04・11は石芯構造と考えられるカ

マドを布設した小型住居である。カマド方位は北西・東・南東と各住居それぞれ各々異なって一定しない。東側

に隣接する Vl1区では西端部付近で該期住居が密集して検出されており、これらとまとまりを持つと想定される。

奈良時代 竪穴住居 2軒 (SB02・18)、土坑 l基 (SK20)ほかが確認された程度で、遺構の分布密度は低い。東

地区名 遺構名 時代
重複関係 床面

付属施設 特記事項 傭考
遺構図 土器図 写真

先 後 柱穴 版番号 版番号 番号

IX 硬化面
カマド （北壁） 覆土中より獣骨細片な 南壁中央にコモ石状の石材

1次而
S614 古項 SBl6・17 

壁溝 らぴに臼玉出土 集中
271 273 253 

4 

1X 
S816 古憤 S814 

貼床
カマド （北壁）

6点の速珠状を含め、

1次而 l (SK25) 床面上より臼玉出土
271 275 

1X 

1次面
SK25 古tJ'l SB16柱穴 271 275 

IX 
SBI7 古項 S814 

貼床
カマド残欠 （束壁） 臼玉出土

1次而 なし
271 254 

IX 
5B15 古れ S809 12 

貼床 炉 炉周辺に炭散布

l次而 2 壁溝 臼玉出土
271 275 

IX 
S812 奈良

硬化面 北壁に焼土
カマド前面で貼床確認

p 1撹土中よ りw鉗製巡方

1次而
5B15 SBll 

（カマド残穴')
2:11 

なし 出土

IX 
S811 奈良～平安

SB12 貼床 カマ ド （南壁）
覆土上層より臼玉出土 小型住居

1次而 SK19 なし 石材あり
271 275 251 

IX 

1次而
SBOS 平安 SB09 

貼床

なし
271 273 250 

IX 
S809 平安 S815 SB08 

硬化面
愚魯土器出土

覆土上屈より管王 ・臼玉出

1次而 なし 土
271 274 250 

IX 
SKIS 古柑 SE02 

1次面
271 275 

IX 
SKl9 

1次面
古項 SBll 

覆土中に焼土・炭陪あ

り
271 276 

IX SK18 （未完掘）
覆土上層より管玉・臼

古m時代追物を含むが韮複

1次而
SE02 平安以降

SXOJ 
素堀

玉出土
関係よ り平安時代以降であ 271 276 
ることが明らか

IX 
古項

貼床 カマド残欠 （西壁）
臼玉出土

27l 
1次而

SBIO 
柱状の石材出土支脚？

274 
なし 272 

IX 
SK17 古項

l次而
272 275 

IX SK20 貼床
南西側床面上に炭散布

SXOJから出土した石製模造

1次而
SBl3 古項 SKIS 

SXO! 臼玉出土
品 臼玉は本遺構に帰屈す 272 274 252 

なし ると判断される

IX 
底面で検出された炭は

炭上より石製模造品（有

1次而
SXOl 平安か SB13 SE02 SB!3に伴うと判断さ

孔円板） 臼王出土
覆土は強粘質土 272 

平坦 （不明瞭） れる

IX 
SK15 古項

SBl3 S813およぴ SK20底面

1次而 SK20 で検出
272 275 

1X 
SK20 奈良か

SB13 
底面でSK15検出

土師器は 5B13に帰属する可

1次而 SK15 能性問い
272 276 

IX 古墳 SB02 04 脆弱
煙道 （北壁）

1次面
SBOl 

（～奈良） SEOJ 
272 

なし

IX 
貼床

カマド （北壁）
中央部で検出された焼土

1次而
S802 奈良 S807 18 SBOl・04 

石材あり
行銅製環状品出土 炭は貼床のように非常に 272 273 245 

なし 締っている

IX 
SBlS 古項～奈良 5B01 5B02 

未検ill
カマド （北壁） SB02以北の堕際で確認

1次而 未検出
272 

IX 
奈良か

1次面
SB07 SB05 S802 

貼床

なし
カマド残欠 （東豊） 272 245 

IX 
脆弱 カマド （東堅）

1次Iii
S805 古lJ'I-奈良 5802・07 石材ならびに石抜痕あ S807により破壊 272 249 

未確認 り

IX 
平安

貼床 カマド （東堅）
南東側床而上に炭散布

247 
1次而

S604 SBO! ・02 
石芯構造（立石あり ）

272 274 
なし 248 

IX 
古項か

貼床

1次而
S803 5B06 

未検出
カマド（北壁） 覆土上屈よ り臼玉出土 272 273 246 

IX 
古Jft後以前

1次lfIT
S806 S803 

脆弱
臼玉出土 竪穴住居の可能性低い 272 246 

なし

表21 IX区主要検出遺構一覧表
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側のVI[. VI[区でも密集せずに広く点的に分布する状況は同様で、一連のあり方と評価される。出土遺物では SB

12覆土中より青銅製巡方が 1点出土しており 、注目される。

古墳時代 古墳時代は中期から後期の竪穴住居 • 土坑が検出されている。古墳時代後期後半代は遺物量が少ない

ため定かでないが、調査区東端部の SB05・07が該当し、奈良時代に継続するとみ られる。古墳時代中期は調査

区中央より西側に重複関係をほとんど有さずに展開する。竪穴住居 5軒、土坑 4基以上が検出された。SB15は

確実に炉を有し、 SB13は不明、他はカマドを有する。カマド導入直前期に集落の形成が開始される点はVI[区と

共通する 。 また、調査区西端部の SB14は中期住居に重複し、模倣杯 • 長胴甕を土器組成に加える。図化 ・掲載

資料がないがSBOlを含め、後期前半代に位置付けられる。なお、古墳時代中期集落は全体的にVI[区に比して新

しい傾向が伺われ、住居密集域が西側へ拡大した可能性が想起される。

写真 246 S B 03・S B 06 

写真 247 SB 04 写真 248 SB04カマド （石芯）

写真 249 SB 05 写真 250 S B 08・S B 09 
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図271 IX区遺構実測図① (S = 1 /80) 
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図273 lX区出土遺物実測図① (S = l / 4) 
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図274 IX区出土追物実測図② (S = 1 / 4) 
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